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研究成果の紹介 

安心してください、併用できますよ 
～紫外線（UV-B）と天敵の併用によりイチゴのハダニ防除は安定する～ 

 
施設イチゴにて、UV-B照射と光反射シートの組合せ（UV法）による物理防除 

とカブリダニによる生物防除との併用によるハダニ防除効果を検証した。UV-Bに 

よるカブリダニへの悪影響は限定的であった。一方、併用によりカブリダニの捕 

食効率が向上すると考えられ、栽培終了まで安定してハダニを抑制できた。 

 

内 容 

本県では、UV-B 照射による、うどんこ病の防除技術を開発してきた。UV-B ランプ（パナソニ

ック ライティングデバイス（株）製）が市販され、イチゴ栽培で普及している。UV-Bは、ハダ

ニにも致死的な影響を与えることから、ハダニも同時防除できると考えられた。しかし、うどん

こ病の発病抑制は抵抗性誘導による間接効果（一部にUV-B が当たると、株全体が病気にかかり

にくくなる）であるが、ハダニの場合、UV-Bが卵に当たら

ないと効果がない（直接効果）。そこで、UV光も反射するシ

ートを株元に設置し、葉裏にいるハダニにUV-Bを届ける工

夫をした（UV法： 写真）。UV法により、2月頃までハダニ

は抑制できたが、春になり株が混み合うと葉裏にUV-Bが届

かなくなり、防除効果は低下した。ランプとの距離が短く、

イチゴ株への照射にムラができる高設栽培では、その傾向

が顕著であった。そこで、総合防除（IPM）の観点から、

天敵カブリダニとの併用を検討した。 

 

 カブリダニは、ハダニより周囲のUV光を避ける。そこで、「UV-Bを避けたカブリダニがUV-B

が届かないところで生存したハダニを捕食する」という仮説のもと、UV 法とカブリダニ放飼と

の併用効果を検証した。2019年、場内の施設イチゴ（高設）にて、カブリダニのみ区とUV法と

カブリダニの併用区とのハダニ抑制効果を比較した。12月に導入株（8株/区）にナミハダニを

株当たり 3 頭放虫し、調査株（導入株を含めた 40 株/区）の 3 複葉におけるハダニ数を調査し

た。翌年3月、両区とも導入株にミヤコカブリダニ・チリカブリダニを放飼し、その後の個体数

を調査した。併用区はUV-Bランプを23時から翌2時までの夜間に点灯した（UV-B照射量/日：

0.65-1.30 kJ/ m2）。結果、カブリダニ放飼後、カブリダニのみ区ではハダニが増加し、カブリ

ダニの増加に伴い減少に転じたが、併用区では、栽培期間を通してハダニが抑制された（図1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図1 施設イチゴ（高設）におけるUV法と天敵カブリダニの併用によるハダニ抑制効果 

写真 施設イチゴ（土耕）における 

UV法の様子 
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UV 法の照射条件（毎夜 3 時間）では、ミ

ヤコカブリダニ卵は、ナミハダニ卵よりUV-

B による致死的影響は小さいとの報告があ

る。実際、本試験でも、卵の推定死亡率は

常にミヤコカブリダニで低かった（表）。こ

れは、ハダニよりカブリダニの卵期間が短

いことが関係していると考えられる。懸念

していた UV-B がカブリダニに与える悪影

響は、みられなかった。 

 

 カブリダニ放飼後に、カブリダニのみ区ではハダニが発生している株の割合が急増したのに対

し、併用区では緩やかに増加した（データ略）。UV法の環境下では、ハダニは分散しにくい可能

性がある。さらに、ハダニとカブリダニの生息場所を分析したところ、UV 法によりハダニとカ

ブリダニが同じ葉にいる（分布が重なっている）傾向が確認できた（図2）。これらから、UV-B照

射が、カブリダニによるハダニの捕食を促進している可能性が示唆された。UV 法によりカブリ

ダニの捕食効率が向上すると考えられ、両技術の併用により相乗効果が得られたと考えられる。

UV法とカブリダニを併用することで、ハダニ抑制効果が安定することが分かった。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 最後に、IPM技術としてのUV法の利点を、以下にまとめる。 

① UV法により、ハダニは急増しない。このことから、農薬使用回数の低減、カブリダニの放飼 

適期が広くとれる、カブリダニ放飼数が少なくても抑制効果が得られる、等が期待できる。 

② UV法はうどんこ病やアザミウマの抑制（データ略）も可能である。施設イチゴの基幹防除技 

術として期待できる。 

③ UV法により、糖度や着色などの果実品質が向上し、付加価値化が期待できる（本誌No.210）。 

 
今後の方針 

 現地からは、光反射シートの設置が面倒との声を聴く。今後、出力が制御できるLEDを活用し

たUV光源の開発により、直接、株元から葉裏へ照射するなど、本技術の応用が可能と考えてい

る。施設イチゴによるIPMの基幹防除技術として、本技術の今後の普及に期待できる。 

 

 田中 雅也（病害虫部） 

図2 ナミハダニとミヤコカブリダニ（左）、チリカブリダニ（右）の分布の重なり 
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表 イチゴ施設におけるダニ卵がUV-Bに弱い期間※に

葉裏へ照射されたUV-B 積算照射量（kJ/m2）とダニ卵

の推定死亡率（括弧内: ％） 

※ナミハダニ：産卵後0-50 時間（25℃） 
ミヤコカブリダニ：産卵後0-16 時間（25℃） 


